
○：市町村設置 ２７０名  □：県と市町村の協同設置  １名

地域おこし協力隊の設置状況 －令和８年４月１日現在－

【総計 ２７１名】

設置自治体数 ４８（県含む）年代別
代 0
代 122
代 68

代 48
代 24
代 14
代 2

方部別

県北 45
40
17
84

8
71
6

設置自治体：県、４３市町村 設置人数：２６０名

玉川村（１３名）
にぎわい創出、観光・
交流振興、農業支援等

小野町（３名）
移住支援、国際交流

葛尾村（５名）
地場産品振興、キャンプ場運
営、農業等

○○○

○○○○○

いわき市（８名）
遊休不動産の解消、遠野和紙
技術の継承、ブルーツーリズム
企画等

○○○○

○○○○

○○○
○○○○○

○○○○○

○○○

○○○○○

○○○○○

○○○

○○○○○

○○

○○○○○○

伊達市

二本松市

玉川村

いわき市

西会津町

小野町

伊達市（１名）
桃の産地維持・継承

西会津町（１３名）
CATV番組制作、有害鳥獣被害対策、農地保全、集
落支援等

金山町（４名）
農業振興、情報発信等

柳津町（７名）
農業振興、ふるさと納税、駅舎での情報発信等、町
産木材の利活用

三島町（２名）
鳥獣被害対策、観光等

只見町（３名）
公営塾講師、観光振興

○

柳津町

三島町
金山町

只見町

南会津町

○○

喜多方市

○
白河市
○○

白河市（２名）
有害鳥獣被害対策等

会津若松市
○○○○

国見町
国見町（１２名）
公営塾運営、関係人口創
出、商品開発等

川内村
○○○○○○

○○○

川内村（９名）
６次化商品等の技術指導及
び農園管理、ＤＸ支援等

葛尾村 浪江町（１２名）
大堀相馬焼後継者育成、観光
振興、農業振興等

○○○○○

○○

喜多方市（７名）
地域振興、会津喜多方漆器技術の習得、喜多方
ラーメン技術習得

猪苗代町

○○○○○

○

猪苗代町（６名）
ふるさと納税推進、有害鳥
獣被害対策、ブランド化支
援等

会津美里町

○○○○○

○○○○○

矢祭町
○○○

矢祭町（３名）
読書によるまちづくり、デジ
タル推進等

二本松市（６名）
地域の魅力発信、伝統
産業継承等

湯川村（３名）
農業振興、空き家対策

湯川村
○○○

福島市

福島市（６名）
観光振興、カフェ運営、
情報発信等

南相馬市（１０名）
起業準備、移住相談等

南相馬市

○○○○

○○○○

○○

○○○○○○

○○○○○○

広野町（１名）
移住・定住促進支援

檜枝岐村（２名）
地域振興、保育支援

浪江町

○○○○○

○○○○○

○○

会津美里町（１０名）
会津本郷焼の技術継承、農業の担い手等

○○

磐梯町
○○○○○

○○○○○

磐梯町（１０名）
有害鳥獣対策、教育支援、国際交流推進、農業支
援業務

川俣町

川俣町（９名）
農業・地域産品振興への支援等

大玉村
○○○

大玉村（３名）
新規就農、交流人口創出

田村市
○○○○○

○○○○○

○○○○○

○

楢葉町

楢葉町（１９名）
地域創生、ＤＸ支援、
６次化等の商品開発等

田村市（１６名）
移住・定住促進、観光資源Ｐ
Ｒ、語学コーチング等

三春町（２名）
移住・定住促進等

矢吹町（４名）
事業承継、スポーツ×
デジタル振興等

檜枝岐村 浅川町
○○○

矢吹町

飯舘村

飯舘村（１３名）
にぎわい創出、飲食店開業、
医療の確保、暮らし・文化等

郡山市
○

郡山市（１名）
観光振興・情報発信

桑折町（３名）
桃の産地維持・継承

桑折町

西郷村
○○

西郷村（２名）
工芸品の継承、地域産
業活性化

○〇○
富岡町

北塩原村（７名）
ジオパーク推進、就農支援、
創業支援、ブランド戦略

○〇○

〇○〇○

北塩原村

会津坂下町（３名）
６次化商品開発、果樹栽培の技術習得等

棚倉町

会津坂下町

○○○○
○○○○

○○○○
○

○○○○○

○○○○

会津若松市（９名）
外国人向け観光ガイド、コミュニティ活動支援（中心
部及び中山間地域）等

○○○

富岡町（３名）
ワイン生産に関する技術指
導・農園管理等

鏡石町（２名）
サッカーによるまちづく
り等

鏡石町
○○

○○○○○

○
○○○○○

○○○○

三春町

○○

○○○○○○○○

○○○○○○○○

○○○

○○○

棚倉町（１名）
図書活動の推進

○

浅川町（３名）
ＰＲ推進隊員、観光振興

広野町
○○○○○

福島県（１名）
文化芸術振興

本宮市
○

本宮市（１名）
地域の魅力発信



これまでの地域おこし協力隊の活動状況（福島県）

■隊員の主な活動内容（総務省地域おこし協力隊調査票による分類、上位から抜粋）

○地域おこし協力隊・市町村担当者向け研修の実施
○全市町村ヒアリングの実施
○受入態勢の充実に向けた伴走支援（１町）
○地域おこし協力隊経験者等向け勉強会
○地域おこし協力隊合同募集説明会（東京）
○活動報告交流会(地域の担い手文化彩)の開催

※令和７年度までは各年度末時点の値。令和８年度は直近の調査時点の値（R8.4.1現在）
※隊員数及び受入自治体数には県を含む。

①農畜産業、林業、漁業への従事：36名（13.8％） 
②観光資源の企画・開発などに関する活動：25名（9.6％）
③地域産品の生産・加工・開発などに関する活動：22名（8.5％）
④地域コミュニティ活動（地域行事、集落活動支援、住民活動支援等）：20名（7.7％）
⑤地域の伝統産業、技術伝承に関する活動：18名（6.9％）

市町村担当者研修の様子 地域の担い手文化彩（伊達市）

■令和７年度の本県の主な取組

年度 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R元 R２ R３ R４ R５ R６ R７ R8.4.1

隊員数 4 6 20 22 27 53 81 95 124 148 176 196 222 255 275 274 260

受入
自治体数 1 1 4 7 12 20 29 30 39 42 45 46 52 53 46 44 44
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